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令和４年４月 28 日 
豊橋市長 
浅井 由崇 様 

自由民主党豊橋市議団 
団長 豊田 一雄      

緊急要望書 

 

３月定例議会も終わり、令和４年度がスタートしました。令和４年度の予算審議・3 月

定例会にて討論で述べさせて頂いた点と、現在の新型コロナウイルス感染症状況を踏まえ

アフターコロナを見据えた対策、ロシアのウクライナ侵攻・急激な円安による物価上昇へ

の懸念、市民が期待する多目的屋内施設への県との積極的な連携などを下記に要望として

まとめました。自由民主党豊橋市議団は、市当局において早急に検討して頂き、迅速に対

応し実行するよう強く要望します。 

 

記 

 

１．アフターコロナに向けた市内経済の復興支援策の実施 

（１）コロナ禍の意識変化により従業員に対する健康経営実施事業者への補助創設 

（２）卸売事業者等の中小企業支援策の実施 

 

２．急激な物価上昇による産業支援策の実施 

（１）事業者への物価スライドの必要性について的確な啓発 

（２）事業者への金融支援策の充実（金利補助等） 

 

３．愛知県と連携し「スポーツ振興」「まちのにぎわいづくり」「防災活動の拠点」

に寄与できる多目的屋内施設の早急な整備計画の策定 

 

4.「子育てに手厚いまち＝豊橋」実現のため保育環境整備（受け皿・人材確保）、

並びに、安定的な財源確保を含めた今後の検証 

（１）保育を必要とする家庭が希望する保育園に入ることが出来る定員管理の実施 

（２）将来にわたる保育士等の安定確保に向けた処遇改善を含めた支援の充実 

（３）人づくり№１プロジェクトによる人口増減や税収の増減の検証 

 

５．事業資金の歳入確保のため、企業版ふるさと納税の活用促進 

 

以上 


